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第6例：術前二診断シ得タ腸間膜嚢腫























































Fガ，腸間膜腫蕩＝ハ建腫（Chyluscyste,cystische Lymphangiektasie, Bit恥 yste,Dermoidcyste) . 
ガ多イノヂ，腸間膜渡睦デハナカラウカト考へナガラ手術ヲ行ツタ。
手術所見
第 13 岡ノ如ク 1！、腸ノ nr各々 ~11央＝常ル部枕＝於ケム腸間膜ノ腸管附持部ニ時卵大ノ溢臨ガア
第 13 岡
722 日本外科賓函第 18巻第 4 扱
リ，腸管ハ護腫rl央ヲ帯Aニ締メツケ，タメニ腸管横径ノ、仲建シテ大トナツテ居タノデアルc
邸チ第12刷ニ示サレタ粘膜散髪像ノ消失ハ粘膜屠モ仲展サレテ居ツタグメデアリ，叉繍大部
陰影上級＝現ハレタトコロノ丸味ヲ帯ピタ陥凹ハ多球Aトナツタ襲腫ノ！璽迫＝ヨツタモノデ
アルコトガ判ル。
猫ホ袈Jjrfi：ハ外見多球Aデヂルガ，内陸ハー房性デアツテ，乳廉妹、液ヲ内容トシテ居ツタ。
考 按
経口的ニ揖ツタ浩影食（水）ガ幽門カラ排出サレテ，小腸内ヲ通過スルノヲ時間的＝遁求スル
ノガ，日常一般ニ行ハレテ居ル小腸検査デアルガ，之デハ重篤ナ通過障碍ガ無イ限リ病療護見
ハ困難デアル。
小腸乃至ソレニ闘係スル腸間膜＝於ケル精納！ナ所見ヲ得ルグメニハ，全小腸ヲー蓮的ニ現出
セシメ得ル方法ニヨラネバナラナイ。ソレニハ十二指腸Lゾンデ「ニヨル浩影水注入法ガ容轟
且ツ昨寛デアルガ，十二指腸しゾンデ寸ヲ鴫ミ得ナイモノ＝ハ Pansdorf氏法ニヨルノ他ハナイ。
本例ニ於テハ Pansdorf氏法ニヨツテ1）、腸ガ一連トシテ現IHサレ．議ニ始メテ病鑓ヲ鷲見シ
得タモノデアル。
マタ」ζ線網誇（＿＿！：：：＊泉透硯デ観察シナガラ蝿診スル）ハ臨床的ニ如何シテモ燭知シ得ヌ）匝溜ヲ
鷲見スルコトガHI来ノレノデ，コノど線網誇モど線検賓上疎カニシテハ不可ノモノデアル。
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